
・
|・

liダ
Iギli

‐

ノ

ンヽ

ー
一一一　
１

／

鰊 玲

`:.■
・

ヤ1

/

/

ヽ

ゝ

///´

‐

1

ヽ
一”フ一

一ヤヽ 、、 ____´
´

´
´

一ご一れヽ、ヽゝヽ
一一轟

・ヽ

2._丁7

紫
５
ヽ





第14回 2002函館aaca景観シンポジウム「港町函館の景観」港とひかり

日時 :平成 ]4年 ]0月 ]8日 (金 )

午後2日寺―N‐ 5日寺

場所 l函館市芸術ホール

主催 :第 ]4回 日本建築美術工芸協

会景観シンポジウム実行委員

会

パネルディスカッシ∃ン

コーディネーター :田村 明

ア ドノヾ イ ザ ー :奥平忠志

パネリス トi田端 宏

石井幹子

會田雄亮

阪田誠造

芦原義信
第14回 日本建築美術工芸協会景観 シ
ンポジウム実行委員長

社団法人日本建築美術工芸協会会長

本日は、港町函館の景観、「港とひか

り」と言うことで、景観シンポジウムを

行うことができまして、多数お集まり頂

き本当に嬉しく存する次第であります。

この函館は北海道の表玄関と稀され本

当にすばらしいところでありまして、

我々は東京に住んでおりますと、一段と

函館の良さを感じます。いつか来訪した

音のことですが、あの丘から海の方を眺

めますと、夜の港町の光と遠くでは漁り

大の光が見えまして、とてもすばらしか

つたことを今でも忘れることができませ

ん。この地函館においてaacaシ ンポジ

ウムを行うことができまして、大変光栄

に存する次第です。また諸準備等賜りま

した実行委員会始め関係者の皆様に厚く

感謝とお礼を述べさせていただきます。

本国の講師の諸先生は、日頃なかなかお

目にかかねない方々で、こ多忙にもかか

わらずディスカッションして下さいま

す。どうぞ皆様最後までこ清聴下さいま

すようよろしくお願い申し上げます。

終に際しまして、このシンポジウムが

真に有意義でありますことを祈念しまし

て、こ挨拶とさせていただきます。

堀達也北海道知事
嶋田裕司北海道渡島副支庁長代読

社団法人日本建築美術工芸協会を中心

に関係機関、関係団体の協力の基にまた、

函館市市制施行80周年記念事業の一環

として、港町函館の景観、「港とひかり」

をテーマに景観シンポジウムが盛大に開

催されますことを心かからお祝い申し上

げます。また道内はもとより全国各地か

ら多くの皆様方に御参加をいただき道民

を代表して心より歓迎申し上げます。北

海道の玄関口である、ここ函館は、長崎、

神戸、横浜、新潟と並び古くから西洋と

交易されるなど日本を代表する港日Iであ

り、多くの歴史遺産に恵まれ、また函館

山のすばらしい夜景は他にない特徴的な

景観を作つています。北海道は四季の変

化に富み、厳しくも美しく雄大な自然が

生活と産業と融和して北海道ならで1よの

風景となつています。この貴重な財産を

整え次の世代に引き継いで行くことが更

に重要で今後も道民運動として積極的に

広げたいと考えています。

本日の、景観シンポジウムで、この函

館の恵まれた歴史文化的還産や観光資源

を総合的にとらえこれからの都市景観の

あり方を議論いただきたく存じます。本

日のシンポジウムで是非景観づくりへの

理解が深められ地域間の交流促進に役立

つ事を祈念いたしまして開催のこ挨拶と

いたします。

井上博司函館市長
木村孝男函館市助役代読

本国は、シンポジウムに多くの皆さん

お越しいただき、誠にありがとうこざい

ます。このシンポジウムは、市制施行80
周年の記念事業の一環として (社 )日 本建

築美術工芸協会、地元関係団体、北海道

そして函館市が実行委員会を結成、文化

庁他関係団体のこ支援で開催されまし

た。関係各位に本席から厚く御ネしを申し

上げます。こ案内の通り、函館は天然の

良港に恵まれていて、本日お越しの横浜、

長崎、神戸、新潟の各都市と共に我が国

最初の貿易港指定を契機に、洋風文化が

流入し、1日 市街地である函館山山麓一帯

は、今も洋風の建物、和洋折衷の民家が

多く坂道と融合し特色ある日」並み景観を

形成しています。また、三方を海に囲ま

れた扇形の地形の本市の夜景は世界一と

称さねており、「宝石を散りばめてのよ

うな夜景」と称える言葉は、まさに本市

として財産となつています。反面都市構

造の変化に伴う人回の移動や減少、地域

経済の低迷は、本市の貴重な景観に少な

からず彩響を及ぼしており、このような

中で、良好な景観を維持しながら地域繁

盛にとり組む事が課題となつており、本

日のテーマ「港町函館の景観」は、今の

函館が抱えるテーマと合致しており、シ

ンポジウムに期待すると共にこ参集の皆

様に御礼を申し上げます。本日は、誠に

ありがとうこざいました。
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河合隼雄文化庁長官
杉本昌裕文化庁調査官代読

祝 辞、第 14回 2002函 館aaca景 観

シンポジウムの開催に心からお喜び申し

上げます。

aac眼観シンポジウムは、我が国の

都市景観のあり方について提案をされて

おり協会関係者並び開催地の皆様方のこ

努力に敬意を表します。今回は、こ当地

にふさわしい港町函館の景観～港とひか

り～のテーマで行われてますが、パネリ

ス トの先生方の多くの示唆に富んだお話

しに期待してます。景観には、地域に置

かれた、自然や歴史的時間の積み重ねが

もたらした独特の美しさとともに豊かな

文化的価値が込められております。本シ

ンポジウムにおいて函館市を中心に港湾

都市の景観について論じ、景観を通した

新しい生活環境の創出や芸術的価値観を

持つ景観の創出などについて貴重な提言

が得られると思います。

本シンポジウムのこ成功と本日こ出席

の皆様方のこ健勝を祈念いたします。

パネルディスカッション

コーディネーター

田村 明氏
都市政策プランナー、法政大学名誉教授

それではシンポジウムを開かせていただきます。進行は、はじめにパネラーの方

のお話しを賜り併せて会場の皆様方に質問、意見等を伺いながら進めて参りますo

御案内の通り本日のテーマは「港町函館の景観」です。景観については皆さんはど

のようにお考えでしょうか…?

私は横浜市で景観の問題と取り組んでまいりました。特にアーバンデザインとい

う町全体をデザインする仕事に携さわつてました。この仕事は誰か偉い人が命令し

て出来ることではないと私は考えております。パリーのシャンゼリゼ、これは、ナ

ポレオン3世か権力をもって行われましたが、現代では町の人達全体で作り上げて

行くべきもの考えます。自然の中に歴史が亥」まれてこそ現在の営みがあり、想いと

心があり、そのことが景観になつて現れるものと私は理解してます。特に港田Iの景

観は、そこに海があり、出があり、船の出入があり、人の交流ありで独特の景観を有

し港町のいろいろな物語が綴られた町です。

今回はそういうことを主にいろいろ議論したく考えます。是非私お願いしたいの

は、ここにおられる皆さん方もどうぞ質問という形で参加され、後の議論に繁げて

いただきたく思います。では、現地おわかりの奥平さんにお願いします。

アドバイザー

石

井

幹

子

田

“蝙
　

宏

奥平忠志氏
函館市都市景観審議会会長
札幌国際大学観光学部長 観光学研究科長

今日の港町函館の景観にお呼びいただきありがとうこざいます。札幌に行つて3年になりますが、札幌の日]と函館の

町を行き来して感じますことは、函館はずいぶん恵まれていると云うことです。田村先生から景観についてのお考えの

お話しがありましたが、私も同じ考え方でして、景観は単体、一つのものでなく、山有り、海有り、そして町全体、ま

た建物がまとまって景観を呈する場合もありますが、日]全体を通して歴史的背景の中、あるいは、自然を克服するのが

人間の務めでしたので、自然の対応のなかでいろんな構造物を作つて参りました。それにカロえ自然が作り出すものがう

まく調和して行くことと思います。反面調和のない町もいくつかあります。韓国のソウルなどはその例でして三度と行

こうとは思いませんでした。その原因はいくつかありますがまず当初の景観に魅力を感じないからです。同じ大都市で

もニューヨークはあのマンハッタンという島にあるからすばらしいと思います。地域的条件が多分にあると感じてます。

函館の場合も同じことを言えると思います。函館山を頂点として、砂州でつながり陸と山の地形の中で都市が展開して

ます。世界の中非常に少ない函館山からの夜景はまさに天下―品であり、ここに住む住民は非常に良い財産をお持ちと

思います。函館と小樽は幸いにして戦後、東京、関西の資本がはいらなかつたため、現在も西部の町並みが温存さrtて

ますが、当時は斜陽都市と言われてまして、札幌、室蘭、苫小牧等は外からの資本で徹底的に都市が改造されてしまい

ましたが、現在の函館があるの|ま 開発が進まなかつたことによるところが大きいと思います。また函館には歴史的風土

を守る会があり、北海道庁の函館支庁の庁舎が、人事で内部を焼いた際、開拓の村に移転の話があり、その際市民運動

として移転反対をしたのがこの団体であり、反対運動の中核となり西部の古い建造物を残そうと言うことが市民の中に

広がりました。その後高度成長により函館にもマンション建築が進みましたがいち早く景観条例を作るための運動もこ

の団体が起こしました。その結果比較的早い時期に西部の町並みの保存のための景観条例が作られ、それが因で都市域

全体にこの条例が適用することになりました。昭和9年に函館は、大大に見舞れました。悲惨な結果を生むこととなり、

今でもその名残が周辺に見られます。広路と言われておりますが、この広路をもう少し活性することが課題となつてお

ります。丁度函館山の護国寺社からつながる大通りが裏倶」としてウオーターフロント地区周辺で活用することにより、

あの朽ちてくるような建物であつたものが、今はもうひかりを帯びてきております。特に函館は港周辺駅から西部の方

にかけてすばらしい綺水線を持つていますが、今だ充分に生かせ切れておりません。今日はパネラーの先生から様々な

意見が聞かれることを期待しております。私からは特に函館の良さを宣伝いたしまして、それを守りどう生かしてゆく

か、との問題を提起しまして是非パネリストの皆さんのこ意見をお聞きしたく思つてます。
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コーディネーター意見交換

田村 明氏 (以後 田村)「ちょつと 1、

2伺いたい、歴史的風土を守る会

というのはいつ頃出来たんです

か」

奥平忠志氏 (以後 奥平)「 1979年で

す。23年前となります」市民運

動として今でも続けてます。

田村 町づくり、さつきの景観の話で申

し上げた通り、市民がその気にな

らないと良い景観が出来ない。函

館の方は市民がその気になつてる

と考えてよろしんですかな

奥平 「私は少なくともそう思つて、今

も活動を続けております問題は若

い人たちがそれを継いでくねるこ

とだと思います。市民運動の除路

は次の世代に広がることを願つて

ます。」    ヽヽ

田村 次に広路のことで…

奥平 広路ですが、丁度市役所～函館山

に向かつている道が函館の町の中

までつながつてまして、これが生

かされている部分と生かされてな

い部分があります。

田村 「海外で住まわれた港町を通して

函館のウオーターフロントに疑問

があるという」お話しでしたが

奥平 いろんな所あります。シドニーに

ダーリン八―バーというところで

すが僕が留学したころは、全然整

備さねてなくオリンピック以来―

大観光地になつてますが古い建物

は確実に残してます。特に壁を残

して中を新しくする手法ですが函

館の場合は残つているだけで開発

されてません 是非やつてほしい

ものです。

田村 すばらしい港町たくさんありま

す。私もシドニーに今年参りまし

たが、あの辺がずいぶん変つてい

るにおどろきました。函館にはま

だやることはたくさんあるという

話しで、次のパネリス ト田端さん

お願いします。

パネリスト

圧‖詰  ラ意氏 道都大学経営学部教授

の歴史をどう見るかと言う土台で景観に

係りたい。函館は港の地形から非常に港

町に適合しており、15世紀函館うすけ

しと呼ばれたところに函館という館を交

易拠点に若狭から毎年商船が渡つて来て

昆布を主に商いが行われた。浜辺には間

屋が建ち並んでいつた。またこの地域に

は、先住民のアイヌ勢力が倭人との共存

共栄と対立の様相が15世紀中頃まで続

いた。幕末に蝦夷地を統治する拠点とし

て函館奉行が配置され蝦夷地全域、また

樺太、千島列島を含み幕府の役人が配置

され、北海道で一番大きい町になります。

やがてペリーがやつて来て、ペリー提督

日本遠征記には世界無比の港と書いてあ

り。港は充分広く、深さも充分で大きな

船も岸近く停泊を可能にし。町は港に沿

つて綺麗に並び道路は巾広く山に登つて

いく形で町屋が並んでおり清潔な町だつ

た。ただ函館は港として大変良い所だが、

貿易の拠点、対外貿易の拠点としての発

展性は疑間だつた。函館はペリーにより

開港地としてその後大きな港町にして発

展して行く、この町の歴史で特に景観と

係わつて、大きな火事が繰り返し起こり

町の形をどんどん変えていつた。人事を

防ぐために見慣れて整った町並みが意識

され、景観に対する愛着が長い歴史の中

で形成された。函館山の景観で、□一プ

ウエイと展望台で当時景観を損なうと言

う意見があつたが開業から50年の歴史

が経過する中で、その景観に親しんで自

分たちの景観を意識して作つてきてい

る。ということ、もつとも慣れ親しんで

はいけないものもありますが、慣れ親し

んでよいものなのか、その辺りは他のパ

ネラーの先生に触れてもらい、私の歴史

の話は終わらせていただきます。

田村 どうもありがとうこざいました。

最後の方で□―プウエイの駅、そ

してテレビ塔、重大な問題提起さ

れましたが、後の議論としたいと

思います。質問なんですが最初お

城が出来て松前藩が出来たという

お話しですが、港の条件として函

館の方が良かつたと思われます

が、松前の方が中心になつたとい

うのはアイヌとの係わりがあるの

でしょうか。

田端 宏氏 (以後 田端)そうだと思い

ます。両端がアイヌ勢力で北南の

真中が松前なんです。

田村 お話の中のペリーのあたりで函館

山と言わないで観音山とか薬師山

とか言われましたが函館山は何時

から言われたのですか。

田端 調べたのですが何時からと言うこ

とは不明です。

田村 どうもありがとうこざいました。

次は石丼さんですが、ひかりの計

画もやられたようでありますので

そういう思いも込めてお願いしま

す。

バネリスト

石ヨリ牛 幸)三子氏 照明デザイナー

照明デザイナーの石丼幹子です。私は

この町に来ますと非常に感慨深くなりま

す。実は父方のひいおじいさんが、江戸

から出奔して五稜郭に立て籠もつた人

で、一方母方の相父がこれまた函館にこ

縁がありまして、日銀支店長でここに何

年かおりました。そんな関係から私も小

さい頃から函館という町の響きが私の家

でも大変独特な響きで語られて参りまし

た。市役所のこ依頼で、フラッシュタウ

ン函館の計画に参カロさせていただきまし私は、歴史を専門にしてますので、こ
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た。夜間の景観照明は、日本では80年

代中ばから始まつたが、ヨーロッパでは

かなり古く1920年代から景観照明が

行われました。ヨーロッパで勉強した訳

けですが都市の夜景をひかりで演出する

ことの大切さは、まず、町の美観を作る、

町に暮らす人々の安全を守る、日]が明る

く綺麗になる、従つて生活してしヽる人た

ち訪れる人たちの時間と空間が拡大する

こと、が目的で照明いたします。1980

年代半ば横浜市で景観照明をやりまし

た、その後函館市の方も夜景をもつと整

備し活性化しましたが、これが日本のい

ろんな田Iへと広がりました。スライ ドで

説明します。まず函館出からの夜景から

巡つて歩く夜景に変えようと言う大きな

テーマで効果的に23箇所の場所を選び

ライトアップしました。函館は開港以来

沢山いろいろな建物が出来ました。ヨー

ロッパ風、ロシア風、アメリカ風そして

中華風のものと、国際色豊かです。それ

ぞれ大変りつぱに精魂こめて作られてお

り、ひかりを当てて本当に感動したのを

覚えてます。次に長崎市の方からこ依頼

いただきました。長崎は函館よりもつと

長い歴史をもつていて、町の中に沢山宝

物を持つているところですが函館山のよ

うないい視点場に恵まれなく、国宝の大

浦天主堂をライトアップすることから始

めました。次は姫路市ですが、姫路城が

世界文化還産になつたことを記念して、

お城をライ トアップしその周辺の様々な

施設や堀端等の照明そして市全体の景観

照明のガイドラインを作るお手伝いをし

ました。次は下関に出来た海峡タワーで

す。今下関市は海を隔てた隣の町北九州

市の門司と下関をカップルにして海峡で

夜景を作つていこうという動きが大変活

発です。これはもうひとつ違つた景観照

明の先駆的な役害」をいつも果している横

浜市の例です。次に岐阜の自川村です。

これは雪の重さで照明器具が潰れてしま

うことから工夫をこらしまして一戸―戸

のライトアップではなく満月のようにひ

かりが村全体に降り注ぐ月明かり照明の

構想をしました。私は日本人の照明の一

番のルーツはこの月明かりではないかと

思つています。月明かりで照らされた景

色、日]、 家、その美しさは日本人の大変深

いあこがれをいだくところと思います。

私は今日本の都市景観照明について是非

そのあり方を考える必要があり、その時

期と考えております。

意見交換

田村 ありがとうこざいました。照明を

広めること、御苦労と思われます

が、照明を通して特に函館に際し

て難しい点とか困つた事がありま

したか。

石丼幹子氏 (以後 石丼)函館の場合そ

のような事ありませんでした。私

にとつてこの日]は市民の方たちと

市役所そして新聞社の方々の熱心

なサポー トのある日]と 思いまし

た。今でも8月 13日 の夜景の日

には、各地区がアイデイアを出し

合つて照明をして、大変活況があ

ります。

田村 8月 は何んの日と云うですか。

石丼 夜景の日です。〈や〉は8で、〈けい〉

は高校生の発案だそうですが、 ト

ランプのキングで13だそです。

田村 どうもありがとうこざいました。

次に會田さんにお願いします。

ノくネリスト

會田 雄亮氏 陶芸家

私は函館は初めてですが、20年ほど

前本し幌の京王プラザホテルのロビーに陶

壁画を制作致しました。その折函館を通

過した際に、この日Iは歴史的建造物が多

いと気に留め、是非函館を訪ずれたいと

思つてましたが今日までその意を果たせ

なく大変申し訳けなく思つてます。私は

仕事を通して本し幌、豊平、そして江別と、

その日]を知る機会を得ました。江別では

レンガフォーラムを通してレンガの日]を

実感し、又、レンガの暖かみに触れる事
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が出来ました。それが縁で数年後にセラ

ミックアー トセンターの建設では、大き

な作品を二ヶ所に作らせて頂き、レンガ

が景観を作る上で重要な素材である事を

体験致しました。

その後豊平の道立スポーツセンター

や、本し幌の科学技術振興事業団活用プラ

ザ本L幌などに作品を作る機会に恵まれま

した。私は陶芸家として二つのアプロー

チを持つてます。一つは食器を作るとい

う陶芸、私は、特に練り込みの技術の焼

き物を作つてます。もう一つは、環境造

形としての陶芸です。大学では都市計画

を学びましたが、たまたま焼き物に出会

い。以後この道を歩んでます。当時の私

は陶芸についての専門学を習つた訳では

ありませんが、焼き物を通じ食器を作る

事に意義を感じてました。日本人は焼き

物好きで、陶芸と云うと兎角情緒的にな

りますが、たまたま窯業工学八ンドブッ

クを見て、焼き物はガラス、ホウロウ等

と共に確酸塩工業と呼ばれる事を知り、

これは面白い、陶芸を少し距離を置いて

見つめようと考えた時、レンガ、タイル、

土管などが強烈な窯業索材としてのイメ

ージが湧いてきました。焼き物は人類の

歴史が始まって以来人間の身近な素材と

して係わつてました。また屋根瓦もそう

ですが、屋根瓦の文化には他の茅屋葺き、

トタン屋根に比較の出来ないりつぱな落

ち着いた風景があります。それは京都に

おける個性と通じるものがあります。陶

芸の世界は単に焼き物と云う概念から、

環境造形の世界に通じることを知りまし

た。私と環境造形との出合いは、芦原義

信先生設計の茨城文化センターから始ま

り、新宿三井ビルの “広場の造形
"など

につづいております。世界にはすばらし

い焼き物が景観の素材になつているとこ

ろがあります。むろん万里の長城も焼き

物、紫禁城の屋根はすばらしく、ますま

す焼き物は大事な素材となりました。以

来焼き物は景観づくりに大事な要素と考

えてます。特に北海道は寒い所ですので

煉瓦は良い素材と思います。ここに街づ

くりの好例として現代アー トと関係ある

ポル トガルのナザレ海iTの敷石のデザイ

ンによる舗装道路があります。これは石

ですがまたウォーターフロントにもすこ



いよい計画があります。横浜・函館を通

じて世界中にウォーターフロント計画多

くあります。話は変りますが、丁度去年

のあの惨事の2日 前にサンフランシスコ

の空港のミュージアムショップで買物を

しましたがそこで新ためて地域産業振興

について考えさせられました。私が学長

をしておりました山形県でも地域産業振

興はガタガタですが、最近ようやく自分

達が自慢出来る地元産の秀れたものを一

堂に集め展示販売をするデザインハウス

を開店するところまでこぎつけました。

ウォーターフロント等種々のプロジエク

トの未来性は地域産業の振興を通じて計

画されることが重要と考えます。そして

景観は外観だけではなく地域産業を含め

た内観にも重点を置いた景観を作るべき

と考えています。

意見交換

田村 はい、どうもありがとうこざいま

す。お話しの中で内観という言葉

がありましたが何か産物のことで

すか。

會田雄亮氏 (以後 會田)やつぱり物作

りの産物です。

田村 焼き物の話で、最近イナックスさ

んとで景観的な焼物をやり質が良

くなつたと思うんですが如何です

か 。

會田 エコタイルなど作られています。

焼き物もいろいろと開発が進んで

います。聞いたばかりの話ですが、

タイルの表面にチタンの塗布剤を

して焼付けたり又紫外線を利用す

ると焼物の汚れを防ぐなどの表面

斉」が話題になっています。

田村 函館は煉瓦造り結構持つてます

が、新しい焼き物で景観上の可能

性あると思いますが …それでは最

後になりました、阪田さんお願い

します。

パネリス ト

阪田 誠造氏 建築家

私は建築の設計を仕事としています。

1980年 に竣工した、函館西武の設計

に係わりました。敷地の調査から竣工ま

で約2年、函館には何度も泊まりました。

函館山から見た街は、両側を海に挟まね、

長く延びた地形の先が緩やかに傾斜し、

この海と緑に包まrtた都市がもつ景観の

強烈なE日象、魅力に打たれました。以来

20年を経て函館でのシンポジウムで都

市景観のお話しをすることになり、非常

に縁があつたんだと思います。

建築は都市景観をつくり出す、ひとつ

のエレメントとして重要です。しかし都

市景観は建築だけではなく、街路など多

くの事物が関連します。函館でいえば、

函館山や緩やかな傾斜地の地形と街を日

む海や、使われて生きている昔の建築が

豊かな街の歴史を彩る、さらに新ししヽ建

築や街路などの総合として都市の景観が

たち現れることになるのです。

景観 F・5題 を考えるとき、20世 紀の

100年 間で日本の国土、都市は大きく

変わりました。何よりも産業の工業化が

激しい勢いで進みました。太平洋沿岸に

は、ベル ト状に工場集積地帯が形成され、

東京など大都市の海岸は、大工場が連な

るようになりました。都市景観で水辺|さ

たいへん重要な場所だと思います。自然

が豊かであつた頃の日Iの美しい水辺が、

人口の都市集中、経済成長から機能優先、

効率重視により、地域の特色、特徴を消

し去り、Dζめることがない排水路に変わ

りました。かつての日本の国土|よ 、世界

に誇れる美しさを示していました。その

ことは、19世紀に日本を訪れたイギリ

ス人によつて見出された記録があるので

す。当時工場の煤で黒く汚れていた英国

の国土は、今は田園都市の緑豊かな国土

に整備されています。

江戸の町には、川の他に縦横に多くの

掘り害」が造られ、現在の トラックの役害」

を船が担つていました。そのため店や蔵

は水側を表にして、坂が多い起伏の地形

に富士山など、眺望を重視した通りなど

の街路が造られ、緑と水の庭園都市が江

戸のマチであつたと考えられます。

21世紀の課題として、現在の環境劣

化を再生させる活動が求められていま

す。都市景観の課題もその一端にあると

考えられます。ここ函館の日IIよ、恵まれ

た自然の地形と歴史的な建造物が大t/」 に

され、さらに個性豊かな都市として成長

発展して貰いたいと思います。函館の海

に画した部分は、賑わいの基礎を築いて

きました。 ドックや倉庫、海峡連絡船と

鉄道の交通中継施設が担い手でした。こ

れから|よ 、ウォーターフロントの再開発

にも、音の建造物を全部消去して新しく

造るので|ま ない、建築の保存改修を基本

に、中身を変えることが重要になってい

ると思います。景観の記憶、保存と修復

を同時に行うことが景観計画を前進させ

る重要な牽引力になるのではないでしょ

うか。都市景観を考える上でハイライト

となる大建築、重要な建築について、社

会一般の関心が今一つ薄いように思いま

す。日」づくりに際しては、専門家、行政

等の人たちばかりでなく、その地に住ん

でいる人たち、また田]を大切に考える人

たちが、知恵を出し合い、将来を考えて

議論に参加してゆくことが重要と思いま

す。景観の問題は、そうしたことを抜き

にしてはならないのではないか。建築の

立場から考えると、社会一般の関心が低

いので、個々の権利主張が強く表れてく

る。そして都市景観を混乱させ、既存の

美しさも際立つことなく忘ねられ、見失

わねてしまうのではないでしょうか。景

観にこそ、土地や都市の固有性、独自性

が尊重されなければならないと思いま

す。

都市景観の骨格は、建築美を支える街

路にあるといえるでしょう。楽しく歩け

る街路が、建築を見て楽しみ、風景を愛

でる空間を造り出すことになります。さ

きの話に出ていたような道路の舗装が美
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しいとか、歩道に本陰をつくる樹木があ

るとか、スペースがゆつたりしている町

の景観に人々の関心が向かうようにな

り、安全に快適に、お役所サイドの問題

でなく、都市景観が市民全体の関心事に

なることが本当に必要であると思いま

す。奥平さんのお話しにありましたが、

この函館にあつては既にそのような動き

に手を付けらねているということで、私

も感銘を覚えました。今までは東京への

一極中心が感じられていましたが、今後

は地方自治の時代に変わつてゆくでしょ

う。そうした中で景観計画の意志が社会

的に支持される日も近いと期待されま

す。美しい函館が真に美しい都市として

発展することを期待しております。

田村 私も建築家の友人沢山おります

が、個々には優れていると見える

建築も、都市景観を壊すんではな

いかというのがある、こういうの

はどうでしょうかね。建築の教育

にもそういう実態があつたんじゃ

ないかと。自紙のうえに課題を出

しているような。

阪田誠造氏 (以後 阪田)基 本的に良

い建築は都市景観を壊すようなこ

とはないと思います。目立つこと

を狙う建築は、現実にありますね。

高さや大きさのスケールが街並み

と飛び離れた建築も、環境や景観

上、社会的反感を買うことになり

ます。反感が建築を阻止するまで

には至らないのが現況でしよう

か 。

田村 函館の場合、市民の方活発ですね。

景観条例もありますが、それに則

っていても、けしからんといわれ

るのもあるようです。そういう場

合、建築家としてどう対応したら

よろしいのですか。

阪田 まず相手の意見を聞き、設計者の

考えを伝えて話しあい、よりよい

解決を探る努力が必要でしよう。

日本は建築を造るまでの期間が短

か過ぎると思います。

田村 田端さんから、函館山の無線塔、

テレビ塔展望台の駅の景観問題に

ついて、阪田さんはパネラーの中

で設計関係なのでこ意見いただき

たいんですが。

阪田 テレビ塔は大都市のどこも景観上

も、都市内の高層建築の反射障害

や電波の影などの問題があ りま

す。大都市で未だにテレビ塔から

電波を受信 している現状に問題あ

りです。電柱が街路に多いことと

同じ問題であると思います。

コーディネーター 総括

日本寸 明氏

この度函館で景観シンポジウムが行わ

れたことは、非常に有意義と感じてます。

私は35～ 6年前、都市づくりの小さ

い事務所から横浜市に入つて、一番初め

にやつたのが景観の問題でした。当時は

そういう意識が全くありません。全国の

都市計画の元締めの建設省の都市計画課

でも物を作ることがすべてに優先してい

ました。「街を美しくしようとか景観を

考える、などというのは建設の妨害にな

りけしからん」と言われました。それで

も結果的に高架の高速道路を地下化しま

したが、当時景観を論することが難しか

つたのです。

今日は、ここに多数の人が集まつて、

景観という言葉に抵抗/1」 く議論されるこ

とは、ずい分進歩したと思います。まだ

日本の景観がそれほどよくなつたとは言

えませんが、意識さね議論されるように

なねば、これから|よ進んでゆくでしょう。

日本も戦前にはたとえ貧しくても美しい

都市景観はたくさんありました。それな

のに戦後は景観のことを考えなくなつ

て、都市が醜くなりました。

役所 市民・企業、等各自が勝手に開

発し、その結果が都市がめちゃくちゃに

なつた。やつと気がついて景観の問題が

出て参りました。景観を取り上げるとい

うことは、立場が違つても全ての人に共

通の問題です。景観は特定の人のもので

はなく、すべての人のものです。今日景

観が取り上げられるのは、それが市民全

体のものだと気がついたことが大きいと

思います。都市景観は言わば市民の協同

作品なのです。

個々の問題では電柱地下化、看板、緑

化等問題を生じてます。ここで私も言い

たい事たくさんありますが、これを良く

するかは皆さんの力、あるいは皆様方が

自治体を盛り上げ、つくりだすものです。

当然ながら建築家や土木技術者が、個々

の施設だけでなく、全体の都市景観を考

えるべきでしょう。

景観とは、まずみんながその気になり

街に関心を持つ事からはじまる。函館の

景観は市民運動が支え自治体も努力して

きたように思います。函館以外の方も自

分たちの町で決して役所任せにしないこ

とです。各自がその中で何が出来るかを

良く考えていただき、自分たちがどうい

うように関われるかを、お考えいただき

たいと思います。大変時間が無く恐縮に

存じますが、これで終わらせていただき

ます。どうもありがとうこざいました。
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第14回2002函館aaca景観シンポジウムを終えて

張間 進

第 14回函館市で開催された景観シンポジウムは、北海道で

は初めての開催となりました。私がこの年に、今の課に移つて

シンポジウム開催に携わつたことは、貴重な経験となりました

が、初めはどこから手を付けて良いか分からない状態の中、開

催に向けた準備を始めました。また、この年は函館市が市制施

行80周年を迎える節目の年でもあって多くの記念事業が計画

され、本シンポジウムも記念事業の―環として開催されました。

主催は実行委員会とし、社団法人日本建築美術工芸協会様を

初め、地元関係団体にこ参カロいただき、実行委員会を立ち上げ、

テーマ、パネリス ト等のこ出演者が大方決まつたと安心する間

もなく、突然8月 のコーデイネーターの内丼昭蔵様の御言卜報に

愕然としましたが、奮起して、aacaの皆様初め伊藤事務局長

のこ尽力のもと、地元の要望と亡き内井様のこ遺志を尊重し、

「港町函館の景観」(港とひかり)というテーマでこ出演者も決

まリポスター、チラシもようやく開催間近に作製されました。

そんな訳で出来るだけ大勢の参加者を募るため、aaca様は

もとより、実行委員会構成団体、北海道内全市町村に渡島支庁

関根主査のお力をお借りし各支庁を通じて参pll要請をし、各種

関係団体に呼びかけ、また電車、バスヘの車内広告、ラジオ放

送、ホームページ掲載、市政はこだてへの広報、など様々な広

報活動を展開しました。

幸い同じ記念事業の開港5都市景観まちづくり会議が函館で

の開催ということもあつて、開港5都市の皆様方のシンポジウ

ムヘのこ参力日もいただくことになり、10月 18日 「港町函館

の景観」(港とひかり)をテーマにした「第 14回 2002函館

函館市都市建設部 都市デザイン課 主査

函館市東雲町4]3 TELO]38213389

aaca景観シンポジウム」が函館市芸術ホールで開催されまし

た。

当日は、入場者400名余りで、こ参加いただいた皆様方に

は函館でこういつたシンポジウムが開催されたことは大変有意

義なこととのこ感想をいただきました。

これも素時らしいパネルディスカッシヨンを展開していただ

いた先生方のお陰と感謝申し上げます。

パネルディスカッションでは、特に函館は、函館山山麓一帯

に、今も洋風建物や和洋折衷の民家等が多く残され、坂道と融

合し特色ある町並み景観を形成しているが、都市構造の変化に

伴う郊外への人口移動や減少、長引く地域経済の低迷はこうい

つた貴重な景観にも少なからず影響を及ぼしていることから、

地域活発化に取り組むことが課題となつてきていることや、世

界の港湾都市のウォーターフロントの開発についても、どこも

一律で独自性に欠ける、函館の場合、例えば住宅と水面、或い

は水路とを、美術、工芸で繋ぐ町づくりなどが考えらねるとい

つた貴重なお話やご意見をいただくなど、函館のこれからのよ

り良い景観づくりに大変有意義なシンポジウムであつたと思い

ます。

本シンポジウムの開催に際し、こ参カロいただいた方々、開港

5都市の皆様、aacaの皆様、北海道、各種建築関係、デザイ

ン関係の皆様には大変お世話になり深く感謝申し上げますとと

もに、日本建築美術工芸協会の益々のこ発展と今後のシンポジ

ウムの成功を祈念いたします。

-7-
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シンポジウムに参加して

aaca会員

染織タビス トリー作家

京都市西京区大枝西新林町61018
TEL075-331-2763

函館雑感

函館においては古くから交易の一つの拠点であつたという事

情もありいち早く洋風建築が建てられ、そのような建築上の歴

史文化遺産が現在でもしつかりと生かされている。街並みには、

北海道ならではの雄大な自然の特徴も生かされていて、スペー

スがゆつたりとしている。私は今回初めて函館を訪れたのだが、

この街は人に優しい魅力有るところだなあというED象を持つ

た。それにはもちろん、ウニやイクラを始めとする海産物が極

めておいしいことも重要な要素として含まれているけれども。

かつて、風土の色合いというものが各地域には有つたのだと

いうことを、この街にきて改めて思い起こした。一昔前までの

日本の美しい国土は、遠くからの眺望は美しく、近くでも目だ

けでなく体全体で感じる良さを兼ね備えていたものだつた。景

観は決して建1//」だけのFoO題ではなく、人工のもの以外の自然環

境と一体になつてこそ意味がある。山があり海があり、そして

また、そこに舟が出入りし人間が往来し、そこに住み生活する

人々の心があり、歴史がきざまれていくことによつて景観に厚

みと重みが加わる。このような全部の要素が含まれてこそ、魅

力ある景観となる。

シンポジウムのなかで、函館では「いい景観を守る会」なる

ものが 1979年に市民運動として発足し、今でも積極的に活

動されており、市民が景観を支えてきたという自負があるのだ、

というお話があつた。景観というものは大勢のひとで長い時間

の蓄積のなかでつくられていくのだが、実際には全ての人が、

立場は違うみんなのものとの意識を持ち、町づくりに関心をも

つところからはじまる。専門家や市民みんながその気にならな

いとどうにもならない。景観を守るという市民の意識の点で、

函館は、私が生まれ育つた京都などと比べても意識が進んでい

る。それだけでなく、市民がまた古きよき日本の素朴な心をも

濃厚に持ち備えているという点でも、日本全体が見習わなくて

はならない貴重な都市だと感じた。

-8-
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シンポジウムに参力日して

aa∞会員

大成建設株式会社建築営業本部営業担当部長

新宿区西新宿 ]251新 宿センタービル

TEL03-3348-11]1(‐代表 )

爽やかな初秋の 10月 18日早朝、初めてのシンポジウム参

加という期待と緊張感を背負いながら家を出る。22田空港にて

参加者のメンバーと合流後―路函館空港へ直行である。

機内でぶ、と考えた。今回のシンポジウムは港町函館である。

函館は、北方海運、開拓の歴史、最初の開港場、明治維新、青

函 トンネル等日本の歴史の重要な舞台としての役害」を果たして

きた。かつて、函館の人達はこの美しい港町を舞台にして、ど

んな生活・歴史を重ねていつたのだろうか。その足跡を、気骨

を肌で感じることができればと念じつつ小一時間で函館空港至」

着。そして慌しく会場の函館市芸術ホールに向かつた。

今回のaaca景観シンポジウム会場として相応しい函館市芸

術ホールは、すでに多くの参l」l者で満場の様相。芦原会長から

の開催宣言で始まり、北海道知事、函館市長の挨拶と続いた。

そしてコーデイネーターの田村先生の快活な議事進行のもと、

招待パネラーの先生方が新しい都市景観構築への展望を語らね

た。我が国最初の開港場として異国文化を導入し発展してきた

この函館への想いと都市景観特への想いを重ねた印象深いデイ

スカッションであり、個性豊かな討議に感動した。照明デザイ

ナーの石丼幹子先生は、「ファンタジーフラッシュタウン函館」

を手掛けられ、また豊かな経験から「光」は都市の必須条件で

あるとしてそのあり方を話された。パネラーの先生方の熱い討

議が進み、予定時間はあつという間に過ぎて終了の時刻となり、

残念ながら参加者からの質疑も全部が紹介できないほどであつ

た。そしてシンポジウムを通じ、緊張のなか幾つか考えさせら

れた。

現在函館は、歴史的文化遺産、観光資源に恵まれたウォータ

ーフロントとして魅力ある街であるが、◇後はこのような市民

参加型のディスカッションを通じ「光と環境との調和」を目指

した環境整備により新しい都市景観のあり方を提言できねばと

感慨した。そしてそもそも自然光しかない地球にあつて人類が

啓示のことく自然界での大を発見し、その光を明かりとして利

用した。今やその光を自由に操るまでの技術と英知を得たが、

残念ながら日本では都市景観としての光 。光環境は、まだまだ

市民権を得ていないのではと痛感した。

大勢の参力]者で熱くなつたシンポジウムは、盛挙のうちに無

事終了。後は美味い肴と懇親。参加者はそれぞね夜の光の函館

を散策したと思われる。翌日は、曇ながら穏やかな函館市内を

歴史遺産探訪からスター ト。午後、観光客で賑わう街を後にし

て、現代建築として注目を浴びている函館未来大学を視察した。

透明ガラスを多用した教育の現場、既成概念に囚われない斬新

な空間構成とカリキュラムを持つまさに未来を彿彿とさせる大

学であつた。

今回のシンポジウムは歴史の舞台に触れ、都市景観と光のあ

り方を勉強し、また未来を見るがことくの予感がする大学の視

察等、大変有意義な期待以上のシンポジウムであつた。

最後に2日 間に亘る函館 aaca景観シンポジウム開催に付

きまして、主催者の方々、関係者の皆様の労に感謝申し上げま

す。
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社団法人 日本建築美術工芸協会 第 12回 AACA賞

選 考 委員長 近

〃  委員  會

〃  委員  加

〃  委員  小

〃  委員  松

グス ト選考委員  JЫ ‖

〃      平

審査総評

今年度のAACA賞 には、あらたに芦

原義信 (会長)賞が新設されたこともあ

つて、昨年までの応募作品点数の50%
増が目立った現象であつた。

AACA賞 部門17点、声原義信賞 19

点の応募作品の中から、選考委員会で議

論の末複数の選考委員による現地審査を

経て、最終審査を行い対象作品を絞り込

み選出された。

芦原義信賞の趣旨は「優れた創造的環

境形成に寄与した未来ある新人」に与え

られるというもので、最終審査段階で

種々の議論が交わされ受賞作品が決定し

た。

すでにBCS賞など各種の受賞歴の豊

富な建築家よりも、アーティストとのコ

ラボレーションによつて、開かれた芸術

的環境の倉」出に貢献した成果を重く見る

ことになつた。

とくにベス トセラーズ「街並みの美学」

(芦原義信著)のコンセプ トである単体

よりもとくに街並を意識したような応募

作品は少なく、AACA賞の本来の建築

家とアーテイス トとの連携へのアプロー

チの成果でエントリーしている作品が大

半を占めていた。

「未来ある新人」という賞の趣旨に沿

つて我こそは声原義信賞に適格という自

信がAACA賞へのエン トリー数より上

廻ったものと思われる。

丸の内ビルディングがどのような停ま

いで出現するのかは、建築界のみならず

日本全国の人から注目されてきた文化現

象といつてよい。

ひとむかし前、旧丸ビルよりも皇居寄

りのお濠端に屹立した東京海上ビルは外

装に朱色の煉瓦タイルを纏つた格子状の

ス トイックな外観でその姿を現したとき

は、当然のことだが賛否両論が一般のメ

ディアを賑わし丸の内地域への市民の期

待や思い込みの深さを知らされた。

AACA賞受賞作の決定については審

査員の一人が東京海上ビルの当時のイン

パクトと比較して、受賞作の歴史環境を

意識した外観デザインの保守性と、数多

いアー トとのコラボレーションに異議を

唱える場面もあったが、この作品に盛り

込まれた豊富なコンセプトとアー トとの

コラボレーションの成果に圧倒的多数の

審査員の支持を得て受賞作に選出された

経緯がある。AACA賞奨励賞の東京都

立つばさ総合高等学校は近ころの新制度

から生まれた数少ない高校のキャムパス

として他の都立高校とは比較にならない

ゆとりのあるプロジェクトで、とくに工

事中の400mト ラックが完成すれば、

今後はおそらく追随を許さぬレベルの施

設になる。

とりわけ三人の審査員が現地を訪組て

注目したのは、学校建築として豊かな空

間が巧みに組合され演出が行届いている

ことよりも、各フロアーの壁面に施され

たウォールグラフィック「WisdOm on

wall」 の提案そのものであつた。

(選考委員長 近江 栄)

栄
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AACA賞

作品名 :丸の内ビルデイング

作者名 :代表(株 )三菱地所設計

審査講評

「丸ビル空間に於ける建築とアー トの

コラボレーションについて」

見学に出向いたとき、まだ10時半に

もならないのに、商店の11時開店を待

つ人でロビーはこったがえしていた。

併し、それほどの人混みでも少しも猥雑

にならず、しかも、どこかエレガントな

雰囲気さえ感じさせていたのは、なによ

り広い建築空間と質の高いアー トとのコ

ラボレーションの成果であろう。

エントランス フアサー ドに展開する

力強いリブ材の造形は、巨大な波乗りを

連想させ、又、サンドブラス トで模様を

彫り出した板ガラスの作品は、我々を異

次元の庭国空間へ誘つてくれる。

巨大ア トリウムを含む全体空間に1よ 、

4人の作家がアリアを歌うパー トを受け

持つているが、どの作品も建築空間との

調和に配慮している点、好感を持つ事が

出来た。

又、この空間には、製作者の表示こそ

出ていないが随所にデザイン的エスプリ

のきいた表現を散見することが出来る。

飲食店まわりの廊下の壁を波打つ様に仕

上Iず、そこを洗い出して洒落た壁面を表

現したり、又、通路に天蓋状の装置を作

り、四角な掘り込みを鮮やかな色彩に照

明した壁面など、名前こそ出していない

が、インテリアスタッフの仕事が丸ビル

全体の質を支えているからこそ、アリア

も輝いているのではないかとのE「象を強

くした。

丸ビルの内部空間の倉」造にあたり、ア

ーティス トを含め4年に渡る共同作業が

行われたと間くが、兎角まとまり切らな

い巨大商業空間の計画において、建築と

アー トのコラボレーションの効果が充分

発揮された成功例であろうと、審査会で

意見の一致をみたものである。

(選考委員 會田雄亮)
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AACA賞奨励賞

作品名 1都立つばさ総合高等学校ウォールグラフィック “VV sdom on walド

作者名 1葛西 薫+(株 )ア ン ドーギヤラリー+(株 )山下設計

審査講評

建物は外観と内装を自色系でまとめ、

計画も□一コス トに淡々とおさめられて

いる。そのような中で、パンチを利かせ

た色彩豊かな壁面は、その壁面の長さと

階段吹き抜けのあるゆつたりとしたスペ

ースを活かし、単なるカラースキムを越

えて、アー トとして存在 していた。

色彩の美しさ、色彩間の調和はいうま

でもなく、着色範囲の選定や目地をとつ

て塗分けるI」 どの詳細まで、建築計画と

の調整をはかることによつて、額縁に小

さく納まることなく、アー トの領域を広

りて いる。いつも見なれた非常警報装置

や避難口誘導灯もアー トにとりこまれ、

これらに影響されてか、ガラスのカーテ

ンウォールの日除けスクリーンの下げ方

に、学生達の工夫がみられるのも楽しみ

のひとつであつた。応募プレゼンテーシ

ョンの絞り込み方が功を奏 したと思う。

(ゲス ト選考委員 平倉直子)
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第1回芦原義信賞

作品名 :アー トガーデン

作者名 |(株 )竹中工務店広島支店設計部 川北 英、門谷和雄

審査講評

「アー トガーデン」と名づけられたこ

の建築は、岡山駅より歩いて約 10分の

住商混在地域にある。周辺の低層の住宅

と調和しつ表通り、裏通りから充分な駐

車スペースを含む前庭を取つたRC造 2

階建て、といつても吹抜けのギヤラリー

の一部に2階がある建物である。

この建物は、美術・I芸・音楽等、多

様な文化発信の場として計画され主たる

ギャラリーを中心に、市民たちの発表の

場になるアトリエカフェ、各種の芸術文

化教室に使われる貸スペースで構成され

ている。

自石齋氏の9m/m厚 の鉄板で製作さ

れたフェンスと扉、打ち放しコンクリー

トの正面壁に取りつけられ陶板レリーフ

等、さりげないアー トとの調和は、この

街並みの中にたくみに融け込んでいて、

良い街並を形成している。

(選考委員 松本哲夫)
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aaca会員

染色造形作家

YAMACUCHI WAKAK0

山 口 和 カロ子
世田谷区IAk原 5-60-フ
TEL 03-3321-0715

「 X¨ Concurrence」
127× 92× 4cm

和紙という素材を使つていろいろな表現を試みていま

す。この作品は土や岩の強い自然界の色からイメージ

して交差する線としわを寄せた和紙の集合で素材の持

つ風合の力強さ、温かみのあるやさしさを表現しまし

た。

aaca会員

ガラス造形
Yun Glass Studio
WATANABE YURIY0

渡 辺 百 合 世
品川区荏原2-3-10-401
TEL 03-3785-7072

「未来への伝言」
渋谷区恵比寿3丁目1-7
帥朋栄本社ビル1階ホール
ステンドグラスW3000× H1600
サンドブラストW3000× H1600

最新放送機器の開発、製造を行う本社ビルに相応しい、

現代感覚に溢れた作品にしました。デザインが反転し

たサンドブラス トの作品はステンドグラスの影。陰と

陽の2つの作品は、互いに助け合い、広がり、集中し

ます。

aaca会員
染織造形作家
YOSHlDA」 UNK0

吉 田  淳 子
茨城県下館市稲野辺267
TEL 0296-24-6252

「風を感じて…」
ワコール銀座アートスペース
2000× 3800X1200mm

Tll紙の軽くて、暖かみのある風合いが好きで、和紙と

向き合いながら素材感を壊さないように作品を制作し

ています。蝋引きして染色した和紙に糸を挟み、重ね

色の変化と風になびく様子を表現しました。

aaca会員

彫刻家

HASECAヽⅣA FUTABA

長 谷 川 双 葉
神奈川県逗子市久木6-1-9
TEL046-872-1528

「個 人蔵 海 ヲミテイル」
53X30× 1 9cm

好きな石を使い、意味なく理由もなく、ただ心の琴線

に触れてくる。そんな作品を作り続けたい

ア ピア ランス
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■表紙デザイン

高部 多恵子

表紙の作品を募集しています。
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